
令和８年度市政懇談会

• ７月 ３日(金)：大東地域交流センター
• ７月 ６日(月)：掛合交流センター
• ７月 ９日(木)：木次総合センター
• ７月１４日(火)：吉田健康福祉センター
• ７月２２日(水)：加茂交流センター
• ７月２８日(火)：三刀屋交流センター

懇談会テーマ

「将来を見据えた今後の施設整備の進め方について」
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次期⼀般廃棄物処理の仕組みの検討状況について
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これまでの経緯
①現在のごみ処理体制

雲南市 飯南町 奥出雲町

共同処理（雲南市飯南町事務組合）

可燃ごみ︓雲南エネルギーセンター
不燃ごみ︓リサイクルプラザ

いいしクリーンセンター
中継施設︓いいしクリーンセンター
最終処分場︓３か所

単独処理
可燃ごみ︓仁多可燃物処理場
不燃ごみ︓仁多クリーンセンター

最終処分場︓１か所
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次期⼀般廃棄物処理の在り⽅再検討
①再検討の過程

・施設整備に係る必要経費の再算定
・⺠間施設での処理委託の可能性検討

⼀般廃棄物の処理委託とは・・・

通常、⼀般廃棄物の処理は市町村等が整備した直営施設で⾏われている。
⼀⽅で、⺠間活⼒の利⽤、官⺠連携による様々な取り組みも進んでおり、
⺠間の処理施設へ⼀般廃棄物の処理を委託する事例も⾒受けられる。

近隣では、安来市が平成１９年より同⽅式を採⽤。
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②再算定の結果
構想時 再算定後 増減

可 燃 ご み 処 理 施 設 6,290,000 8,617,000 2,327,000

不 燃 ご み 処 理 施 設 3,550,000 4,863,000 1,313,000

最 終 処 分 場 2,380,000 3,212,000 832,000

敷 地 造 成 費 3,625,000 3,625,000

周 辺 イ ン フ ラ 整 備 費 398,000 398,000

合 計 12,220,000 20,715,000 8,495,000

構想時 再算定後 増減

維 持 管 理 費 15,876,000 18,485,000 2,609,000

収 集 運 搬 費 6,064,000 6,555,000 491,000

合 計 21,940,000 25,040,000 3,100,000

構想時 再算定後 増減

雲 南 市 15,677,000 19,885,000 4,208,000

奥 出 雲 町 5,822,000 7,904,000 2,082,000

飯 南 町 3,401,000 4,493,000 1,092,000

合 計 24,900,000 32,282,000 7,382,000

単位︓千円
【 整 備 費 ⽤ 】

【 運 営 費 】

整備費⽤ ＋ 30年間に要する運営費

【 ３市町の実負担額 】
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【再算定を終えての考察】
◎多額の起債を発⾏することの影響

施設整備を⾏う場合、次のとおり起債を発⾏する
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 合計

全 体 112,900 158,300 715,900 1,740,500 2,838,100 3,074,000 2,969,100 2,969,100 14,577,900

雲 南 市 72,900 102,200 461,900 1,123,200 1,831,500 1,983,700 1,916,000 1,916,000 9,407,400

単位︓千円

特に建設期後半にかけ、単年度で10億円以上の借⼊を⾏うが、他事業へ影響することは明らか

◎将来への負担
⼈⼝減少・⾼齢化の進⾏、これに伴うごみ処理量の減少なども予測される。

◎ごみ処理の更なる広域化への対応
国において広域化の流れはますます強化されており、柔軟に対応できるよ
う備えることも重要

整備構想のとおり施設整備を進めることは最良でない 6



③処理委託の可能性
再検討では、雲南圏域にとって最適な⼀般廃棄物処理の在り⽅について模索。
安来市でも採⽤されている処理委託の可能性について、検証したところ。

【処理委託の流れ】
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全て（可燃ごみ、不燃ごみ）
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◎ごみ収集・搬出の流れ
現在の収集の仕組みを原則と
する。ただし、より効率的な
流れに⾒直すことも想定
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【処理委託に要する経費】

①施設整備 ②処理委託 増減（②ー①）

可 燃 ご み 処 理 施 設 8,617,000 299,000 -8,318,000

不 燃 ご み 処 理 施 設 4,863,000 -4,863,000

最 終 処 分 場 3,212,000 -3,212,000

敷 地 造 成 費 3,625,000 -3,625,000

周 辺 イ ン フ ラ 整 備 費 398,000 -398,000

合 計 20,715,000 299,000 -20,416,000

①施設整備 ②処理委託 増減（②ー①）

維 持 管 理 費 18,485,000 5,705,000 -12,780,000

収 集 運 搬 費 6,555,000 8,702,000 2,147,000

処 理 委 託 費 0 11,600,000 11,600,000

合 計 25,040,000 26,007,000 967,000

①施設整備 ②処理委託 増減（②ー①）

雲 南 市 19,885,000 16,659,700 -3,225,300

奥 出 雲 町 7,904,000 6,475,200 -1,428,800

飯 南 町 4,493,000 2,976,500 -1,516,500

合 計 32,282,000 26,111,400 -6,170,600

（三位⼀体施設整備の場合との比較）
整備費⽤ ＋ 30年間に要する運営費 単位︓千円

【 整 備 費 ⽤ 】

【 運 営 費 】

【 ３市町の実負担額 】
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【処理委託に対する懸念点とその対策】

⺠間施設が操業停⽌となっ
た場合

島根県東部に対応可能な企業が２社
県外だが企業の連携会社等も含めた支援体制の構築が十分可能

適正処理が⾏われるのか 自治体によるチェック体制をしっかりと構築することで、相手⽅の
作業を把握することが可能

処理料⾦の不当なつり上げ
が⾏われないか

競争⼊札等による価格競争を⾏うことができる
単価内訳の提出や、算出ルールの取り決めなどにより根拠なく単価
を引き上げることを抑制できる

ごみ出しなどに影響はない
か

ごみの収集回数、ごみ袋の料⾦、ごみの出し⽅など、現在のものと
変更となることは原則想定していない
相手⽅の可燃ごみの処理⽅法が、燃焼⽅式となる想定をしているた
め、分別の仕⽅が変更となる可能性が⾼い
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